
ログラミングの知識を学び、実際にRaspberry Piを使って電
子部品の制御を体験します。応用講座では、基礎講座で学んだ
知識を活用して、実際の社内課題の解決を目指します。

【令和４年度IoTオープンセミナー】
日　時　令和４年9月14日（水）13:30～16:30
会　場　北部産業創造センター
 （綾部市青野町西馬場下33-1、JR綾部駅北すぐ）
 ※Zoomによるオンライン参加も可能
内　容　（1）「IoT技術に関するセキュリティ上の課題と
 対応策」
 福知山公立大学　情報学部
　　 准教授　衣川 昌宏氏
 （2）「IoT技術でできること、IoT実習セミナーによる
 人材育成」
 舞鶴電脳工作室合同会社
　 代表社員　町田 秀和氏（IoT実習セミナー講師）
　　　　（3）「令和3年度IoT実習セミナー参加者による
 成果紹介」
 クロイ電機株式会社　製造部
 副部長　藤井 正敏氏
参加費　無料
詳細・お申し込み
 https://www.kptc.jp/r4_iot.open　
 又は右のQRコードより

【令和４年度IoT実習セミナー】
内　容　基礎編　全４回
　　　　（初心者向けIoT講座、Raspberry Pi及び
 Node-Redを用いた実習）
　 応用編　全４回
　　　　（基礎編修了者又は同等知識を有する方向け
 社内課題へのIoT活用実習、実践支援）
日　時　基礎編　令和4年10月17日～11月7日
 応用編　令和4年11月28日～12月19日
 （いずれも毎週月曜 13:30 ～16:30）
場　所　北部産業創造センター
参加費　無料
 （必要機材はお貸しします）
詳細・お申し込み
｠｠　　　https://www.kptc.jp/r4_iot　
 又は右のQRコードより

貴社のIoT技術活用及び人材育成を進める上で、IoTオープ
ンセミナー及びIoT実習セミナーをご活用ください。

IoT【Internet of Things】は、あらゆるモノをインターネット
につないで、省力化、自動化、さらには最適化や新しい価値を生
み出す取り組みです。IoT技術を用いることで、
①見える化： 遠隔計測、データの取得・蓄積
②制御 ： 遠隔操作、自動制御
③最適化 ： 自動運転、効率改善の自動化

などを行うことができます。
例えば、身近な生活では、IoT技術により、出先から自宅の照
明や室温を確認し、帰宅前にエアコンを操作したり、ポットの使
用状況から離れて暮らす高齢家族の安否確認が行えます。着用
型ウェアラブルデバイスを使うことで、脈拍、心拍、血圧などを
計測して健康管理に活かすことに加え、将来的にはこれらの生
体データを電子カルテシステムなどの医療情報システムで共有
し、離れた場所から患者の状態をリアルタイムに把握することが
期待されています。生産設備では工場内の全ての機器をイン
ターネットに接続し、あらゆるデータを収集分析することで、工
程ごとの生産性や稼働状況を可視化でき、生産性向上や改善の
方策を導き出すことができます。工程データの蓄積に基づき、
小さな変化を検出することで、不良品発生を事前予知すること
も可能です。これらのように、IoT技術は生活のあらゆる場面で
活用され、私たちの生活を便利にかつ安全にしてくれています。

IoTオープンセミナー、実習セミナーを開催します
IoTに関心はあるが、どのように使ったら良いか、何から取り
組めば良いかわからない、Raspberry PiなどIoT機器はセキュ
リティが心配などの声をお聞きします。IoT機器を用いて実現
できることを正しく理解し、IoT技術の特性と技術課題を認識し
て、IoT機器をうまく活用するために必要な知識と経験・実習の
場を提供するため、IoTオープンセミナー及びIoT実習セミ
ナーを開催します。
IoTオープンセミナーでは、IoT技術の特徴とセキュリティ上
の課題について、最新の情報を提供します。また、令和3年度
IoT実習セミナー参加者による成果・活用事例を紹介し、府内
中小企業のIoT活用を後押しします。
IoT実習セミナーは、対面実習形式で開催します。基礎講座

では、電子部品をコントロールするために必要な基礎知識とプ

の熱伝導率の向上と基板の厚みをより薄くすることが重要と
なります。このセラミックス基板にThermalniteを添加するこ
とで、半導体の熱を効率よく放熱することができ、薄い基板で
もヒートサイクルに耐えられる機械的強度を与えることができ
ます。そのため、EVの場合は実装密度を上げることが可能と
なります。また、モジュールサイズの小型化を図り、冷却エネル
ギーを減らすことで燃費を向上させ、ボディのデザイン性を高
めることもできます。

樹脂は熱伝導率が0.2W/mK程度と低く、電子機器は一般
に樹脂部材が排熱のボトルネックになっていることが多いた
め、樹脂部材の熱伝導率を上げる工夫が必要になっています。
従来はフィラーを約80%添加する必要があったため軽さや柔
軟性に限界がありました。Thermalniteは約20%と少ない添
加量で熱伝導率を向上させることが可能であり、樹脂が持つ
柔軟性、加工性、強度、軽量、密着性といった本来の特性を維持
した複合材料を実現することが可能です。そのため、従来とは
異なる特性が要求される成形方法での部品製造や、機能性材
料のニーズが強い5Gなどの次世代通信やEVなどへの展開が
可能です。
当センターではこのような最新技術トレンドを紹介する化学
技術セミナーを開催していますので、ぜひご参加ください。

電子機器が抱える熱問題
電子機器の高集積化や小型化に伴い、発熱による処理速度な

どのパフォーマンスの低下や機器寿命の低下などの問題が発
生しています。特に電気自動車や通信システム、データセンター
のサーバーなどの産業機器では非常に深刻な影響を及ぼして
います。例えば、データセンターにはファンや水冷装置などの冷
却設備を搭載していますが、その消費電力はデータセンター内
における全消費電力の40%にも及んでいます。また、電解コン
デンサでは温度が10℃上がると寿命が50%低下することが知
られています。このように電子機器の熱対策は、高性能化、小型
化、省エネ化、長寿命化のための重要な要素となっています。

繊維状窒化アルミニウム単結晶（Thermalnite）とは
窒化アルミニウムは絶縁性のセラミックスでありながら、熱
伝導率が金属アルミニウムに匹敵する値を持つ材料です。放
熱特性や耐久性に優れており、セラミックスや樹脂、ゴムに添加
すると、絶縁性の高熱伝導部材を作ることができます。従来の
窒化アルミニウムは球状フィラーなのに対して、Thermalnite
は繊維状となっています。フィラーが繊維状になると放熱経路
が構成しやすいため、球状フィラーの約1/4の添加量で高い熱
伝導率を実現することができます。また、Thermalniteは繊維
状であるために、添加することで従来の窒化アルミニウムより
機械的特性を向上させることができます。

Thermalniteを用いた電子機器材料
セラミックス基板はEV、電源設備、産業用モーター機器など
のパワーモジュールやヘッドライト、殺菌用LED、通信用光トラ
ンシーバーなどのLED/LDモジュールに使用されていますが、
セラミックス基板の放熱性能を向上させるためには、基板自体
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 近年、移動通信システムの高速・大容量化が急速に進み、運用が拡大する第5世代移動通信システム（5G）では、電子機器部品の高
集積化や高速処理によって放熱性への要求が高まっています。名古屋大学発のスタートアップ企業株式会社U-MAPが開発した高い
熱伝導率と絶縁性を併せ持つ「繊維状窒化アルミニウム単結晶（Thermalnite）」についてご紹介します。
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出典：令和3年11月18日開催　第1回化学技術セミナー
「放熱材料『繊維状窒化アルミニウム単結晶』の開発と展望について」
株式会社U-MAP　代表取締役CEO　西谷健治氏

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 中丹技術支援室　TEL：0773-43-4340  E-mail：chutan@kptc.jp●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基板技術課 化学分析係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

　中丹技術支援室では、デジタルトランスフォーメーション（DX）を進める上で欠かせない、電子部品をコントロールするために必要
な基礎知識とプログラミングを、参加者自らがPCと試作ボードを使って学ぶ、実習中心のセミナーを開催しています。令和4年度は、
IoT技術の活用とセキュリティについて学ぶ「オープンセミナー」も併せて開催します。

IoTセミナー（プログラミング基礎と課題解決実習）
～Raspberry PiとNode-REDで機器類を自在に操ろう！～

技術
センターから

基盤技術課　渡部 宏典

高い熱伝導と絶縁性を併せ持つフィラー材料「繊維状窒化アルミニウム単結晶」
トレンド
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